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伝統とモダニズムが融合した
日本初の環境共生住宅
「聴竹居」

特集

環境大善株式会社
注目企業を訪ねる

住まいに“ワクワク”をプラスする建材
編集室の商品ピックアップ
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を
設
立
し
た
藤
井
は
、
当
時
の
日
本
に
は

室
内
環
境
を
科
学
的
に
研
究
す
る
建
築
環

境
工
学
の
専
門
家
が
お
ら
ず
、
感
覚
的
な

設
計
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
に
強
い
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
欧
米
視
察

は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
世
界
的
に
流
行
し
て

い
た
時
期
で
も
あ
り
、
疫
学
や
衛
生
学
な

ど
の
知
見
も
得
て
、
採
光
に
よ
る
室
内
の

保
温
や
通
風
に
よ
る
換
気
効
果
を
重
視

し
、
設
計
に
取
り
込
ん
だ
と
い
う
。

  「
客
室
や
食
事
室
、
調
理
室
な
ど
が
、
南

北
に
細
長
く
雁
行
し
た
居
室
を
取
り
囲
む

よ
う
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
伝
統
的
な
木

造
建
築
に
お
け
る
一
屋
一
室
＊
１
の
構
成

で
、
良
好
な
通
風
と
換
気
が
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
を
踏
ま
え
、

倒
壊
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
平
屋
建
て
と

な
っ
て
い
ま
す
」

夏
を
快
適
に
す
る

パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
住
宅

　
夏
対
策
を
重
視
し
た
藤
井
は
通
風
や
日

射
の
遮
蔽
な
ど
、
夏
を
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
工
夫
を
随
所
に
施
し
た
。

  「
例
え
ば
、
畳
敷
き
の
小
上
が
り
の
下
に

は
こ
の
地
域
の
夏
の
卓
越
風
＊
２
で
あ
る

西
風
を
取
り
込
む
た
め
の
導
気
口
を
設
け

て
い
ま
す
。
全
長
十
数
ｍ
に
も
な
る
ク
ー

ル
チ
ュ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
土
管
を
埋
め
込

住
ま
い
の
実
験
を
繰
り
返
し
た

建
築
家
・
藤
井
厚
二

　
京
都
府
乙お

と

訓く
に

郡ぐ
ん

大お
お

山や
ま

崎ざ
き

町ち
ょ
う、

静
寂
に
満

ち
た
木
立
の
中
に
そ
の
住
ま
い
は
た
た
ず

む
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た

建
築
家
・
藤
井
厚
二
が
、
１
９
２
８
年
に

完
成
さ
せ
た
木
造
の
自
邸
「
聴ち

ょ
う
ち
く
き
ょ

竹
居
」
で

あ
る
。
日
本
人
の
感
性
に
西
洋
文
化
を
融

合
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
気
候
風
土

に
寄
り
添
い
環
境
と
の
共
生
を
目
指
し
た

住
ま
い
で
あ
り
、
２
０
１
７
年
に
国
の
重

要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

  「『
聴
竹
居
』は
藤
井
の
５
回
目
の
自
邸
で
、

過
去
の
自
邸
に
お
い
て
蓄
積
し
た
研
究
の

成
果
を
生
か
し
た
、
集
大
成
と
言
え
る
住

ま
い
で
す
。
藤
井
は
、
大
正
時
代
に
９
カ

月
に
わ
た
り
欧
米
視
察
を
敢
行
し
、
高
水

準
な
住
宅
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
以
降
の
近
代
化
政
策
で
欧
米
の

模
倣
が
推
し
進
め
ら
れ
る
風
潮
の
中
で
、

帰
国
後
は
日
本
の
文
化
や
気
候
風
土
に
適

し
た
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
べ
き

理
想
の
住
宅
を
造
り
た
い
と
心
血
を
注
い

だ
の
で
す
」

　
こ
う
話
す
の
は
、「
聴
竹
居
」を
管
理
す

る
一
般
社
団
法
人
聴
竹
居
倶
楽
部
で
理
事

を
務
め
る
松
隈
章
氏
だ
。

　

京
都
帝
国
大
学
（
現
・
京
都
大
学
）
で

初
と
な
る
建
築
設
備
（
環
境
工
学
）
講
座

脱炭素化への対応、エネルギー・資材価格の高騰などを背景に、自然エネルギーを最大限に生
かしながら心地よく暮らせる住まいの重要性はより一層高まっている。カーボンニュートラル
の実現に向けて、2030年度以降の新築住宅ではZEH基準の水準の省エネ性能が義務化され
る方針が示されており、昨年にはより高い省エネ性能確保のためにZEHの定義も見直された。
このような流れの中、省エネや創エネはもちろんのこと、住まう人が快適に暮らせるよう、周
辺環境との調和を考え、日本の気候風土に適した住まいのあり方を考えることも重要だ。
今号では、重要文化財であり環境共生住宅の原点とも言われる、約100年前の住まい

「聴
ちょうちくきょ

竹居」を訪ね、これからの住まいづくりのヒントを探る。
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伝統とモダニズムが融合した
日本初の環境共生住宅
 「聴竹居」

特 集

 
藤井 厚二 （1888-1938）
FUJII Koji

広島県福山市生ま
れ。東京帝国大学
工学科建築学科卒
業。竹中工務店に
入社し大阪朝日新
聞本社などの設計
を手掛ける。退社

後、私費で欧米諸国を視察。当時の日
本は住宅の近代化が遅れていると痛感し、
帰国後、京都帝国大学建築学科に講師
として招かれるといち早く建築環境工学
に取り組んだ。1928年に完成した自邸

「聴竹居」は環境工学による住宅研究と
実践の完成形であり、「環境共生住宅の
原点」として高く評価されている。

＊1	 一屋一室：一つの建物は一つの部屋とする考え方
＊2	 卓越風：ある地域で特定の期間に最も多く吹く方向の風
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土間

様
式
を
融
合
し
た
デ
ザ
イ
ン
も
注
目
だ
。

  「
小
上
が
り
の
畳
の
床
を
30
㎝
ほ
ど
高
く

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
居
室
の
椅
子
に

座
っ
た
人
と
、
畳
の
床
に
正
座
し
た
人
の

目
線
が
合
う
よ
う
に
と
い
う
配
慮
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
徹
底
し
て
意
匠
性
に

こ
だ
わ
り
、
家
具
を
作
り
付
け
に
し
て
、

仏
壇
や
神
棚
な
ど
を
扉
付
き
の
壁
に
収
納

す
る
〝
ビ
ル
ト
イ
ン
〟
に
し
て
い
ま
す
。

縁
側
の
窓
は
四
季
の
景
観
を
楽
し
む
額
縁

に
見
立
て
、
上
部
の
す
り
ガ
ラ
ス
に
よ
り

室
内
か
ら
軒
裏
が
見
え
な
い
造
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
柱
は
窓
枠
の
一
部
に
見
え
る

よ
う
に
設
計
し
て
、
角
を
削
り
取
り
少
し

で
も
目
立
た
な
く
す
る
と
い
う
こ
だ
わ
り

ぶ
り
で
す
。
さ
ら
に
、
数
寄
屋
造
り
の
建

築
に
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
木
材
や

土
壁
、
和
紙
と
い
っ
た
自
然
素
材
を
活
用

す
る
な
ど
、
単
純
な
欧
米
化
で
は
な
く〝
日

本
の
住
宅
〟の
近
代
化
を
図
っ
た
の
で
す
」

　
内
装
は
和
紙
を
重
ね
る
こ
と
で
調
湿
効

果
を
生
み
出
し
、
外
壁
に
は
調
湿
・
断
熱

性
に
優
れ
た
土
壁
と
し
て「
黄き

大お
お

津つ

」＊
３

を
採
用
し
て
い
る
。

日
本
人
の
感
性
と
日
本
の

気
候
風
土
に
合
っ
た
住
ま
い
を

  「
当
時
と
し
て
は
画
期
的
だ
っ
た
家
族
中

心
の
空
間
構
成
に
も
こ
だ
わ
り
、
家
族
の

み
、
そ
こ
に
西
風
が
取
り
込
ま
れ
る
と
地

中
で
冷
や
さ
れ
て
室
内
に
涼
し
い
風
を
送

り
込
む
仕
組
み
で
す
。
こ
の
風
は
夏
場
で

も
外
気
温
よ
り
最
大
７
度
も
下
が
る
こ
と

が
、
最
近
の
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
天
井
に
は
開
閉
式
の
排
気
口
を
設
け

て
お
り
、
熱
気
や
汚
れ
た
空
気
を
屋
根
裏

に
通
し
て
外
に
逃
が
す
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
調
理
室
の
壁
の
中
に
設

置
さ
れ
た
通
風
筒
は
、
床
下
で
冷
や
さ
れ

た
空
気
を
屋
根
裏
に
通
し
て
温
度
を
下
げ

る
と
と
も
に
、
空
気
を
流
動
さ
せ
る
役
割

が
あ
り
ま
す
」

　
居
室
の
南
側
に
設
け
ら
れ
た
縁
側
は
、

サ
ン
ル
ー
ム
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
冬
は
太
陽
光
を
取
り
込
ん
で
室
内
を

温
め
、
夏
は
居
室
ま
で
日
射
を
届
け
な
い

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
も
な
る
。
ま
た
、

軒
を
深
く
し
、
窓
の
上
部
を
す
り
ガ
ラ
ス

に
す
る
こ
と
で
、
太
陽
高
度
の
高
い
夏
の

日
射
を
ダ
ブ
ル
で
遮
蔽
す
る
。

〝
和
×
洋
〟が
織
り
な
す

洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
工
夫
の

他
、
自
然
素
材
の
風
合
い
を
生
か
し
簡
素

で
洗
練
さ
れ
た
意
匠
が
特
徴
の
数
寄
屋
造

り
と
、
装
飾
を
排
し
機
能
的
で
合
理
的
な

造
形
を
目
指
す
西
洋
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

夏の日射を入れない縁側
深い軒と窓上部のすりガラスが日射を遮る。窓下の地窓を開
放すると、緑豊かな庭から清涼な外気が入ってくる。木製の
窓枠は、四季のある美しい庭の景色を切り取る額縁に見立て
ている。上部のすりガラスは縁側から軒裏が見えないための
工夫でもある。また、角の柱をなくすことでより開放的な視
界を実現。角の飾り棚は火打ち材の役割も担っている。

解放感と独立性を両立した食事室
扉はなく、食事室から45度方向の視線が抜けるように設計
され、一室空間として人の気配を感じながらも独立性を損
なわない居心地の良さを生み出している。隣接する居室よ
りも床を高くすることで、外からの視線と交わらないよう
にする工夫も。客室同様、窓の格子が開閉幅によって見え
方が変化し、空間のアクセントとなる。

風通しの良い
和洋が調和した
デザインの居室

風通しを良くするため細長く
雁行した設計に。客室や食事
室、調理室などが周囲を囲み、
常に閉めておく玄関や水回り
とは扉で、縁側や読書室など
開放する機会が多い場所とは
襖で仕切られている。意匠性
にこだわり、和の要素を入れ
た木造モダニズムを体現。

玄関から直接
アクセスできる客室

防犯の観点と空間を楽しむ演出
として、引き違い窓には格子が
設置されている。窓の開閉幅を
変えることで格子の重なり方が
変化し、窓が完全に閉じている
時には一部横枠が省かれた格子
が「山」の字に、完全に開くと
均一な格子になる。

1957年兵庫県生まれ。北海道大学
建築工学科卒業後、竹中工務店入
社。設計業務の傍ら近代建築の保
存活用や建築展に携わる。「聴竹
居」の建築的価値と藤井厚二の名
を広めた立役者でもある。主な著
書に『聴竹居 日本人の理想の住ま
い』『聴竹居 発見と再生の22年』

『「聴竹居」実測図集』などがある。

一般社団法人 聴竹居倶楽部 理事　

松隈 章氏

伝統とモダニズムが融合した
日本初の環境共生住宅

「聴竹居」

特  集

＊3 黄大津：黄色の粘土に消石灰・莎(すさ)を混ぜた上塗り用の壁土
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通気性と意匠性を高める欄間
居室と客室、居室と読書室を仕切る襖の上部には、桐板と障子による弧のデザインが美しい欄間
を設け、通気を目的としながら、意匠性も高める。

光源を和紙で
囲った照明
日本人の感性に響く柔
らかな光を実現。上部
に蓋がないデザインで
上下が抜けているため、
天井を含めて360度に
光を拡散するとともに、
ほこりをためない合理
性も実現。

過
ご
す
空
間
を
広
く
し
て
、
客
室
は
玄
関

か
ら
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
造
り
と
し
た

こ
と
も
特
徴
で
す
。
そ
し
て
食
事
室
は
円

弧
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
間
仕
切
り
壁
で
緩

や
か
に
区
切
ら
れ
、
解
放
感
を
備
え
つ
つ

独
立
性
も
確
保
し
て
い
ま
す
」

　
飽
き
の
こ
な
い
楽
し
い
暮
ら
し
の
実
現

も
住
ま
い
の
役
割
と
捉
え
て
い
た
藤
井
は
、

天
井
高
や
天
井
の
素
材
な
ど
を
部
屋
ご
と

に
変
え
て
い
る
。
時
に
は
床
を
上
げ
て
巧

み
に
高
低
差
を
つ
け
て
空
間
に
変
化
を
生

み
出
し
、
一
屋
一
室
で
あ
り
な
が
ら
部
屋

ご
と
の
領
域
分
け
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
各
部
屋
の
演
出
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

  「
住
宅
は
最
も
重
要
な
社
会
的
共
通
資

本
で
す
。
住
ま
い
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
街
並
み
や
維
持
管
理
を
考
え
た
住
ま

い
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
聴
竹

居
の
窓
に
は
障
子
が
あ
り
ま
す
が
、
夜
に

障
子
か
ら
漏
れ
る
明
か
り
が
美
し
く
、
こ

れ
が
街
並
み
を
構
成
し
ま
す
。
ま
た
、
木

造
で
あ
れ
ば
傷
ん
だ
ら
修
繕
し
て
、
し
っ

か
り
と
維
持
管
理
し
て
い
け
ば
長
く
住
む

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
文
化
を
見
直
し
、

日
本
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

く
の
か
、
日
本
人
の
感
性
と
日
本
の
気
候

風
土
に
合
っ
た
住
ま
い
を
改
め
て
模
索
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

地中で冷やされた風を取り込む導気口
小上がりの畳の下に設置された導気口は開閉可能で、夏
はクールチューブを通して冷却された風が吹き込み、さ
ながら天然のエアコンのよう。

外気を取り込む
床下の換気口

高床にすることで十分な
通風スペースを確保。木
材劣化防止にもなる。

涼風

風当たりの良い西側の木陰

熱気や汚れた空気を
逃がす排気口

縁側の天井に設けた開閉式の排気口は、
上を見上げたときに排気口が見えない
よう位置が工夫されている。薄く加工
した木材を平面状に編み込んだ網代天
井を採用し、排気口を自然と馴染ませ
るデザインとなっている。

伝統とモダニズムが融合した
日本初の環境共生住宅

「聴竹居」

特  集

排気口➡

空気の流れ

床下換気により乾燥
（クールチューブ）

通気窓
通気筒

天井排気口

床下換気口 床下
導気口
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人生で一番長い時間を過ごす住まい。安全で快適な空間であること
はもちろん、ときに小さな驚きや遊び心、美しいデザインなどが加
わると、日常が一層鮮やかに彩られ、毎日の暮らしに楽しさが生ま
れるはず。今回は、空間づくりを自由に捉え、住まいに〝ワクワク〟
をプラスできる建材を紹介する。

※ 価格はすべて税込価格です
※ 掲載商品は弊社と取引がない商品も含みます

住まいに“ワクワク”をプラスする建材

天井までの高さのある同社のフルハ
イトドア®の中央に映像表示機能を内
蔵した室内ドア。Webブラウザなど
と接続することで天気・ニュースの表
示、映像の再生、オンライン会議な
どが可能になる。空間を仕切るという
従来の室内ドアの概念を変え、スマー
ト家電の機能を有する次世代室内ド
アだ。通常、室内ドアの前には物が置
かれないため、どこの部屋にもあるド
アをスクリーンとして活用すれば、別
途モニターなどを置く必要もなくなり、
省スペース化にも貢献。ドア表面には艶消しブラックの鏡
面パネルを採用しており、電源OFF時にはモニターの存
在を感じさせず空間に調和するデザイン性も兼ね備えている。

【仕様】
寸法：H2,373mm×W900mm×D71mm、
ロングハンドル幅111mm　重量：75㎏　
開閉様式：スイング戸　内蔵モニター：
LG Smart Moni tor 32SR83U-W　
31.5型4KUHD（3,840×2,160ピ ク
セル） IPSディスプレイ （チューナーレ
ステレビ／モノラルスピーカー）　電
源：電 源100-240V、50/60Hz ※ 天
井裏に電源コンセントの設置が必要　
機 能：AirPlay、Miracast、Web
ブラウザ、VODアプリ
【価格】
550,000円
●	問い合わせ先：
	 株式会社KAMIYA

“スクリーン”という新たな機能をプラスした
室内ドア「MILAOS（ミラオス）」
株式会社 KAMIYA

住まいのスペースや階段の形状に合わせたオーダーメイ
ドの滑り台付き階段。階段専門メーカーとして完全自由
設計での階段製作を行っている同社が、「室内で子どもを
遊ばせたい」という要望に応えて開発した。階段を単な
る上下階をつなぐ装置としてではなく、高い意匠性と機
能性を有したインテリアとして捉え、階段の側板と滑り台
の側板を一体化して空間をすっきり見せることができる。
勾配が急過ぎるとスピードが出過ぎて危険になり、緩過
ぎると滑らないため、階段と滑り台の勾配のバランスを
試行錯誤。滑りやすさと安全性にこだわり、階段メーカー
ならではの高い加工技術で楽しい “おうち時間”を実現する。

【仕様】
樹種：13種類　塗装：近似色合
わせウレタン塗装、塗りつぶし塗
装、自然塗装
※自由設計でサイズや仕様等応相談

【価格】
仕様により見積り
●	問い合わせ先：
	 株式会社タハラ

家が公園になる ?!
滑り台付き階段「Trunk」 

株式会社タハラ

飛鳥時代から続く日本の伝統的な組子細工技術と、現代の木質構造技術の融合
により生まれた新しい耐力壁。ホゾなどの組手加工で組み立てる伝統的手法を
構造部に応用し、縦・横・斜めの部材で構成された美しい幾何学模様の格子面
が意匠性と共に強度を担保する。通風・採光性を保ちつつ、壁倍率換算性能と
して7～9倍の性能を実現。既存木造建築の耐震補強にも活用でき、欄間のよ
うな和の美しいデザインで〝魅せる壁〟として用いることが可能だ。また、高
知県産ヒノキを使用しており、地域産材の活用にも貢献している。施工の際に
はビスで取り付けるが、木栓でビス穴を埋めることで組子細工ならではの木の
風合いを維持することができる。

【仕様】
寸法（1P型／1.5P型／2P型）：W880mm～1,880mm×H2,380mm～3,380mm×D105mm
【価格】
874,500～2,329,800円
●	問い合わせ先：株式会社土佐組子

伝統文様と組子技法を生かした
魅せる耐力壁「組子耐力壁」
株式会社土佐組子

©土佐組子
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本　　社 	●	北海道北見市
	 	 端野町三区438-7
創　　業 	●	2006年
資 本 金 	●	1,000万円
従 業 員 	●	26名
事業内容 	●	牛の尿を環境微生物

群で発酵・培養した
「善玉活性水」の消臭
力・土壌改善・水質
改善などの効果に着
目した商品開発、販
売、製造

イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

社
員
の〝
伝
え
る
力
〟を
強
化

︱
︱ 

エ
ビ
デ
ン
ス
づ
く
り
と
同
時
に
取
り
組
ん

だ
の
が
、
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
。
全
国
規
模
の

大
手
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
バ
イ
ヤ
ー
の
目

に
留
ま
っ
た
際
に「
今
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
売
れ

な
い
」と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
刷
新
を
試
み
る

が
、
思
う
よ
う
に
売
り
上
げ
が
伸
び
な
か
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。

  「
改
め
て
販
路
拡
大
を
模
索
す
る
中
、
見
た
目
を

変
え
る
だ
け
で
は
伝
え
た
い
価
値
は
伝
わ
ら
な
い

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、企
業
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
デ
ザ
イ
ン
に
も
反
映
さ
れ
て
こ
そ
、
長
く
愛

さ
れ
る
商
品
に
な
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
３
年
半
の
時
間
を
か
け
て
企
業
理
念
の

設
定
や
商
品
価
値
の
再
定
義
な
ど
の
リ
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
し
た
」

︱
︱ 

経
営
理
念
を「
発
酵
経
営
」と
定
め
、
基
本

理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
行
動
指
針
を
つ
く
り
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は「
地
球
の
健
康
を
見

つ
め
る
」を
掲
げ
た
。
さ
ら
に
、「
き
え
～
る
」の

主
原
料
と
な
る
牛
の
尿
を
無
害
化
し
た
液
体
を

「
善
玉
活
性
水
」と
名
付
け
、
商
品
が
生
み
出
さ

れ
る
流
れ
を「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
型
循
環
シ
ス
テ

ム
」と
し
て
可
視
化
。
商
品
価
値
を
伝
え
る
こ
と

に
努
め
た
。

  「
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
着
手
し
ま
し

た
。
商
品
の
価
値
を
顧
客
に
伝
え
る
に
は
社
員
が

そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必
須
で
す
。
そ
こ

で『
発
酵
経
営
の
書
』を
作
り
、
朝
礼
で
読
み
合
わ

せ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単
に
情
報
を〝
伝

え
る
〟だ
け
で
な
く
、
相
手
に
真
意
が〝
伝
わ
っ
た
〟

状
態
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
す
る
た
め
、
社
員
か
ら
そ
の
事
例
を
収
集
し
、

ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
蓄
積
・
共
有
し
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

同
社
の
世
界
観
を
表
現
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

へ
と
刷
新
し
た
結
果
、売
り
上
げ
は
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
前
比
で
70
％
ア
ッ
プ
し
、
販
路
も
全
国
に
拡

大
し
た
。
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
投
資
は
中
小

企
業
に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、
確
か
な
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
産
量
が
増
え

る
こ
と
で
地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
も
高
ま
っ
て
い

る
。
原
料
と
な
る
牛
の
尿
は
複
数
の
酪
農
家
か
ら

買
い
取
り
、
地
元
の
運
送
業
者
に
運
搬
を
委
託
。

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ラ
ベ
ル
貼
り
は
地
元
の
社
会

福
祉
法
人
に
発
注
す
る
な
ど
、
新
た
な
収
益
や
雇

用
を
創
出
し
て
い
る
。

  「
現
在『
き
え
～
る
』は
台
湾
や
韓
国
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
ア
ジ
ア
を
中
心
に
海
外
輸
出
も
展
開
し
て

い
ま
す
。
善
玉
活
性
水
を
活
用
し
た
水
質
改
善

や
、
競
馬
場
等
の
芝
生
育
成
に
活
用
す
る
土
壌
改

良
材
な
ど
、
新
た
な
用
途
開
発
も
拡
大
中
で
す
。

『
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
世
界
へ
』を
掲
げ
、
こ
れ
か
ら

も
廃
棄
物
を
活
用
し
た
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
型
循
環

シ
ス
テ
ム
で
地
域
課
題
と
環
境
問
題
を
解
決
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
」

し
て
廃
棄
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
費
用
が
酪
農
家
の
負
担
と
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
処
理
済
み
液
体
は
畑
に
ま
く
と
作
物

の
生
育
を
助
け
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、

処
理
費
用
の
一
助
と
し
て
処
理
済
み
液
体
を
肥
料

と
し
て
販
売
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
」

︱
︱ 

こ
の
時
、
牛
の
尿
が
原
料
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
処
理
済
み
液
体
が
全
く
の
無
臭
で
あ
る

こ
と
に
驚
い
た
前
代
表
は
、
消
臭
効
果
に
着
目
。

自
ら
試
し
て
み
る
と
ペ
ッ
ト
の
ト
イ
レ
や
生
ゴ
ミ

の
悪
臭
ま
で
消
え
た
。
顧
客
か
ら
消
臭
効
果
の
高

い
商
品
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
安
全
性
試
験
を
経
て
消
臭
液「
き
え
～
る
」

を
商
品
化
し
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
販
売
を
開

始
。
２
０
０
６
年
の
定
年
退
職
を
機
に
消
臭
液
事

業
の
権
利
を
譲
り
受
け
、
同
社
を
創
業
し
た
。

  「『
公
害
の
も
と
が
公
害
を
制
す
』と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
で
注
目
を
集
め
販
売
も
順
調
で
し
た

が
、
商
品
の
優
位
性
が
小
売
店
や
消
費
者
に
広
く

伝
わ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
父
か
ら
事
業
を
継
承
し
た
の
を
機
に
、
さ

ら
な
る
売
り
上
げ
拡
大
に
向
け
て
課
題
解
決
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
ず〝
ユ
ニ
ー
ク
商
品
〟の
域

を
出
ず
、
牛
の
尿
が
原
料
と
い
う
だ
け
で
敬
遠
さ

れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
エ
ビ
デ
ン
ス
が
不
可
欠
と
判

断
。
北
見
工
業
大
学
と
の
共
同
研
究
で『
き
え
～

る
』の
効
果
を
本
格
的
に
分
析
し
、
知
財
取
得
も

積
極
的
に
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の

精
度
を
高
め
る
た
め
の
自
社
研
究
機
関『
土
、
水
、

空
気
研
究
所
』も
新
設
し
ま
し
た
」

〝
公
害
の
も
と
が
公
害
を
制
す
〟

廃
棄
物
か
ら
生
ま
れ
た
消
臭
液

︱
︱ 

北
海
道
北
見
市
に
本
社
を
構
え
る
環
境

大
善
が
製
造
・
販
売
す
る「
き
え
〜
る
」は
、

１
０
０
％
天
然
成
分
の
安
心
・
安
全
な
消
臭
液

で
、
特
に
ペ
ッ
ト
関
連
グ
ッ
ズ
と
し
て
好
評
を
得

て
い
る
。
微
生
物
の
力
で
生
ま
れ
た
液
体
で
ア
ン

モ
ニ
ア
臭
や
腐
敗
臭
な
ど
の
消
臭
に
高
い
効
果
を

発
揮
す
る
が
、
何
と
そ
の
原
料
は「
牛
の
尿
」。

公
害
問
題
に
も
な
っ
て
い
た
廃
棄
物
を
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
＊
し
、
持
続
可
能
な
地
域
経
済
に
貢
献
す

る
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

  「
創
業
の
き
っ
か
け
は
１
９
９
０
年
代
、
当
時
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
の
店
長
を
務
め
て
い
た
前
代
表
で
あ

る
父
の
下
に
、
酪
農
家
の
親
戚
か
ら
あ
る
相
談
が

持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
北
見
市
は
酪
農
業
が

盛
ん
で
す
が
、
牛
の
尿
が
地
下
水
を
通
し
て
川
に

流
れ
込
む
な
ど
し
て
悪
臭
や
汚
染
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
尿
を
無
害
化
処
理

環
境
大だ

い

ぜ

ん善
株
式
会
社

エビデンスづくりと
インナーブランディングで

商品価値を“伝える”ことを強化

「牛の尿」をアップサイクルした
安全で高い効果の

消臭液を開発

地域の課題を解決し
産業創出と雇用促進に貢献

ここが注目ポイント

牛の尿から作る消臭液!?
環境問題の原因を資源に変える
アップサイクル型循環システムを構築

代表取締役 CEO

窪之内 誠 氏

＊ アップサイクル：従来廃棄されていたものに新たな価値を付加して再利用すること　

ホームセンターや量販店で販売されている「きえ～る」Hシリーズ。トイレ、排水管、水槽、
洗濯、ペット、室内、クルマ、介護向けなどをラインアップしている

「きえ～る」のアップサイクル型循環システム

環境大善
善玉活性水

発酵・培養・加工・精製・最終調整

農場

牛

一時処理プラント

【購入】【仕入れ】

独自の仕入れ試験
（基準をクリア）

空気

水

土

堆肥化

糞尿

尿溜め

専門の運送業者が運搬

【善玉活性水の研究】【ボトル詰め】

共同で運営

共同研究講座

土、水、
空気
研究所

北見
工業大学

社会福祉
法人等へ
ラベル貼り
委託

製品完成

ユーザー

悪臭物質に対する消臭試験結果の一例

アンモニア濃度（ppm） イソ吉草酸濃度（ppm）

アンモニア
（尿のような臭い）

イソ吉草酸
（むれた靴下のような臭い）

【購入】

0
5 10 30 60 120

時間（min）

20

40
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80

100
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5 10

時間（min）

5

10

15

20

25

75％消臭経過2時間で 95％消臭経過10分で

きえ～る

きえ～る

添加なし
添加なし

消臭液「きえ〜る」の原料「善玉活性水」。悪
臭を発生させる微生物の増殖を抑えることで、
臭いの元から消臭すると考えられている



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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　矢野経済研究所は国内住宅リフォーム市場に関する調査
を実施し、現況、参入企業の動向及び将来展望を明らかに
した。それによると、2025年の住宅リフォームの市場規模
は前年比2.5％増の7兆5,119億円と推計。2026年は資材
費・人件費高騰の影響でリフォーム工事単価が上昇し、市
場規模拡大が見通され、7.7兆円と予測した。
■ 市場概況
　団塊ジュニア世代の持ち家がリフォーム適齢期を迎えるこ
となどを背景に、リフォーム需要は堅調に推移していると見
る。2025年の分野別では「増改築に関
わる費用」が前年比22.1％減、「設備修
繕・維持関連費用」が同4.7％増、「家具・
インテリア費用」が同2.5％増となった。
■ 注目トピック
　中東情勢の緊迫化がもたらす住宅リ
フォーム市場への影響については、先行
き不安から工事を先延ばしにする消費者
層が一定数存在する反面、さらなる価格
上昇や供給停止を懸念して早期発注に踏
み切る層もおり、市場全体として需要の

大きな落ち込みは見られないとしている。
■ 将来展望
　2026年の住宅リフォーム市場は、懸念材料はあるものの
現時点では影響は軽微にとどまると見ている。資材調達の
大幅な停滞が生じなければ、底堅い需要に原価上昇分が反
映され、同年の市場規模は前年比増加で推移する見通し。
中東情勢が深刻化し、資材や住宅設備機器のサプライチェー
ンが寸断された場合には、市場規模が大きく下振れすると
予測する。

「聴竹居」は、少し坂を上がった場所にありました。“天下分け目の合戦”で知ら
れる天王山を背に、桂川・宇治川・木津川の合流地点を望む絶景を借景にしてい
るとのこと。その雄大な景色を屏風絵のように見せるのが、縁側の横連窓です。
日本の住まいの理想形を求めた聴竹居は、100年近く前の住宅とは思えない和モ
ダンな空間で、当時は珍しかった冷蔵庫や電気式暖房機器を備えたオール電化
だそう。“温故知新”の精神で、ぜひ一度足を運んでみてはいかがでしょうか。（Ｅ）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　東京中央支店　蒲田展示場

2025年の住宅リフォーム市場規模は7.5兆円と推計
2026年は7.7兆円を予測 —— 株式会社矢野経済研究所

「住友林業の家」のCO2排出削減量からJ-クレジットを創出
〜売却益を定期的にオーナーに還元する「住友林業省エネ住宅倶楽部」を発足〜 —— 住友林業株式会社

　住友林業は、居住によるCO2削減量を可視化し「住友
林業の家」のオーナーが環境貢献を実感できる仕組みを
構築するため、「住友林業省エネ住宅倶楽部」を発足。「住
友林業の家」は一般的な住宅と比べてエネルギー効率が
良く、高い省エネ性能を備えている。同倶楽部では、こう
した住宅性能によるCO2排出削減効果を環境価値として
「J-クレジット制度」*1により一括でカーボン・クレジッ
ト化する。
　創出したクレジットは住友林業名義で第三者へ売却し、
売却益をCO2削減量に応じて年1回、各オーナーに分配す
る。住宅メーカーによる省エネ型のJ-クレジット創出と
削減量に応じた定期的なオーナーへの還元は業界初の取り
組みとなる。
■ 「住友林業省エネ住宅倶楽部」概要
　BELS*2の評価により、一般的な住宅と比較したCO2排
出量の差分から削減量を算定し、J-クレジットを創出する。

開始日 2026年7月1日

入会対象者 住友林業が建築した戸建注文住宅／戸建分譲住宅を所有
し、自ら居住する個人のオーナー（その他、諸要件あり）

認証対象期間 対象住宅への入居／倶楽部への入会のいずれか遅い日
から最大8年間

実施地域 全国（沖縄を除く）

注1 国土交通省「建築着工統計」、総務省「家計調査年報」、総務省「住民基本台帳」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（全国推計）」を基に矢野経済研究所推計
注2	2026、2027年は予測値
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■ 10㎡超えの増改築  　■ 10㎡以下の増改築  　■ 設備修繕・維持関連費用  　■ 家具・インテリア費用
実績 予測

＊1	J-クレジット制度：省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるCO2などの排出削減
量や、適切な森林管理によるCO2の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度

＊2	BELS：建築物の省エネルギー性能の評価及び表示を機関が公正かつ適確に実施することを目的とした、
表示告示で規定される第三者による評価

住友林業省エネ住宅倶楽部

事務局
（運営／管理：住友林業）① クレジット化

　 手続き委託

④ ポイントなどで
 　還元

「住友林業の家」オーナー
（倶楽部入会者）

居住による
CO2排出削減活動

② クレジット申請手続き
 各オーナーの削減実績を集約
し一括でJ-クレジット申請

③ 売却益還元手続き
 売却して得た利益はオーナーの
削減量に応じて還元額を決定

■ 住宅リフォーム市場規模推移と予測

■ 排出削減活動から還元までのスキーム図
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プレハブ
2×4

2026年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

総数 持家
貸家

分譲マンション
分譲戸建

2025年 2025年 2026年2026年

利用関係別戸数 木造
木造戸建

0

(%)

-20.0
-30.0
-40.0

-10.0
0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0

木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

5766,344
1,047
65,297
18,553
30,253
327

17,211
6,048
10,861
60,447
5,897
545

1,373
472

3,507
39,407
26,937
221

17,778
8,919
10
9

57,877
427

57,450
15,708
25,175
394

16,600
6,575
9,824
52,929
4,948
387

1,169
0

3,392
34,645
23,232
216

16,057
6,927
22
10

62,569
1,342
61,227
16,296
29,265
306

16,702
6,293
10,156
56,206
6,363
935

1,221
361

3,846
36,559
26,010
216

18,553
7,213
15
13

63,495
1,584
61,911
16,659
27,678
628

18,530
7,463
10,806
57,035
6,460
1,495
1,229

0
3,736
37,883
25,612
287

17,844
7,462
13
6

10,388
250

10,138
2,523
5,964
▲ 235
2,136
103

1,940
9,951
437

▲ 173
▲ 78
472
216

5,613
4,775
▲ 317
3,927
1,169
▲ 7
3

470
▲ 413
▲ 630
2,020
▲ 183

▲ 1,150
▲ 2,193

854
▲ 1,109
1,166
73

▲ 163
472
784

1,048
▲ 991
▲ 203
▲ 764

7
▲ 23
▲ 8

18.6% 0.1%
31.4%
18.4%
15.7%
24.6%

▲ 41.8%
14.2%
1.7%
21.7%
19.7%
8.0%

▲ 24.1%
▲ 5.4%

―
6.6%
16.6%
21.5%

▲ 58.9%
28.4%
15.1%

▲ 41.2%
50.0%

81.5%
▲ 0.6%
▲ 3.3%
7.2%

▲ 35.9%
▲ 6.3%
▲ 26.6%

8.5%
▲ 1.8%
24.6%
15.5%

▲ 10.6%
―

28.8%
2.7%

▲ 3.5%
▲ 47.9%
▲ 4.1%
0.1%

▲ 69.7%
▲ 47.1%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2025年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

2025年 2026年

6月

7,756

7,486

7月

8,433

8,515

8月

7,792

7,328

9月

9,033

7,671

10月

8,668

7,998

11月

7,050

6,954

12月

7,356

7,137

1月

7,014

7,074

2月

6,989

7,418

3月

8,103

7,888

4月

7,977

6,932

5月

6,553

6,723

6月

7,181

8,509

6月

20,803

6,697

19,075

9,381

7月

22,168

7,829

21,822

9,590

8月

21,510

7,395

20,669

10,701

9月

23,009

6,924

22,764

10,873

10月

27,269

7,860

23,432

13,310

11月

20,146

6,966

21,928

10,484

12月

22,050

7,017

20,718

12,333

1月

22,177

6,329

18,580

8,812

2月

21,963

6,716

19,115

9,836

3月

24,214

6,881

20,928

11,472

4月

23,880

7,520

20,542

10,627

5月

22,882

6,810

19,120

9,065

6月

24,952

7,363

23,477

10,552

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

600

550

500

650

700

750

800

850

900

950

1,000
(千戸)

665 713

715 729

789

722
756 755 751 736 724

757
786



昭
和
39年

8月
創
刊
　
第
63巻

　
令
和
8年
8月
1日
発
行
（
毎
月
1日
発
行
）
　
通
巻
730号

発
行
人
／
細
谷
 洋
一
　
発
行
所
／
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
編
集
室
　
〒
100-8270　

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1-3-2（

経
団
連
会
館
）
 

住
友
林
業
株
式
会
社
　
木
材
建
材
事
業
本
部
　
業
務
企
画
部

8
A
u
g
u
s
t

2
0
2
6

N
o
.7

3
0


